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2023年第1四半期    2023年5月15日 

 

プラチナ四半期レポート 
 
  

 

はじめに 

今回の『プラチナ四半期レポート』は2023年第1四半期と2023年の最新予測についての報告となる。またプラチナ投資家に役立つ 

情報、注目すべきトレンドとそれに対するWPICの見解、プラチナ投資商品のパートナー各社の最新情報も取り上げた。当レポー

トの5ページ以降に掲載のデータおよび分析はメタルズフォーカス社が WPIC のために独自に作成したものとなる。 

 
2023 年の供給不足は 30.6トンに増加する予測、年間需要の 12% に相当 

• 2023年の最新の展望としてまず挙げられるのは、プラチナの供給不足は全体で 30.6トンになり、前回の『プラチナ四半期レ

ポート』で予測した数値よりも77% 多くなるということだ。これは2023年の需要予測全体の 12% に相当する。 

• 鉱山生産は依然として多くの問題を抱え、2013年以降の平均生産量を 6% 下回って171.4トン、リサイクル供給も廃車スクラ

ップの不足が解消せず 9% 減るだろう。供給全体は前年比マイナス1% で 223.7トンの予測。 

• 対照的に2023年の需要は増えて全体で 254.3トン (前年比+28%)。自動車需要は 11.1トン、工業需要は 11.9トン、それぞれ増

加し、投資需要はインゴットとコインが好調、ETF へも資金が流入し、ネットベースのネガティブから ポジティブの 13.5トン

に転換するだろう。宝飾品需要は今年も再び低迷し、前年よりも 1.2トン減る予測だ。  

 
プラチナの供給と需要 – 第1四半期のレビューと2023年の最新予測 

2023年第1四半期の供給不足は 12.2トン、自動車・工業・投資需要が増加  

2023年第1四半期の間に起こった幾つかの出来事は市場のバランスに多大な影響を及ぼしたが、それを踏まえて2023年全体の展望

を再度考察してみたいと思う。 

まず鉱山供給は南アフリカの電力不足の悪化で大幅減産を余儀なくされた。主要鉱山会社では加工途中の精鉱在庫が蓄積し、こ

の在庫を加工するために溶鉱炉を余分に動かすだけの電力が十分に供給されないという悪循環が生まれている。一方でロシアの

鉱山供給は加工在庫を処理したことで増加し、鉱山供給は合計で前年同期比 7% 増えて 37.4トンとなった。リサイクル供給は消

費者が長く車に乗るようになって廃車体が減るなどの問題が解消されないまま、前年同期比でマイナス 12% の 12.8トンだった。

宝飾品のリサイクルは、中国で新しい宝飾品販売が減ったためリサイクルされる古い宝飾品が増えなかった。以上のことから

2023年第1四半期の供給全体は、前年同期比でマイナス 9%、前期比でマイナス 8% となり、50.2トンであった。 

逆に需要の方は前年同期比で 28% 増えて 62.4トンとなった。この背景には自動車需要と工業需要が前年同期比で3.5トン増えた

ことと、投資需要が前年同期比で 10.6トン増えたことがある。2023年第1四半期の自動車需要は、パラジウムの代替となるプラチ

ナ需要の増加と自動車生産台数の回復、そして厳格化する排ガス規制に対応するため車両一台あたりに使われる触媒の増加などが

要因となって前年同期比で 9% 増えた。工業需要は、化学産業の生産能力拡大がその他の工業分野の需要減を補って前年同期比

で 8% 増えた。宝飾品需要は主に中国の需要が回復せず、前年同期比マイナス 2% だった。インゴットとコインの投資は、2年前

の第1四半期に大量の ETFが売られ、取引所在庫も流出した(-7.0トン)が、昨年の第1四半期はネットベースでポジティブに戻り

(+2.3トン)、2023年第1四半期は 3.2 トンだった。 

以上から、2023年第1四半期の需給バランスは 12.2トンの供給不足となり、四半期ベースでは2020年第3四半期以来の大きな不足と

なった。 

 

2021年から2023年(予測)の年間供給の変化 (koz) 
 

資料：メタルズフォーカス 
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2023年の最新予測 – 需要増と供給減でプラチナ市場は 30.6トンの供給不足に  

2023年は、2022年に比べて供給が 1% 減り、需要が 28% 増える予測の結果、3月に発表された『プラチナ四半期レポート』の予

測から供給不足が 77% 増え、不足は 30.6トンとなる予測だ。 

2023年全体の鉱山供給予測は前回の『プラチナ四半期レポート』よりも 1.9トン少ない。南アフリカの電力不足と対ロシア制裁

の影響で、これよりもさらに減る可能性すらある。南アフリカの鉱山生産は、電力危機の影響を少なく見積もっても2022年の水

準を保つのがやっととなるだろうが、その水準自体が2013年以降の平均生産高を 6% 下回っているのだ。ロシアも様々な課題を抱

え、2023年の生産高は2013年以降の平均生産高を 8% 下回るだろう。世界のプラチナ供給予測には生産に悪影響を及ぼす要因を

十分考慮しているが、鉱山供給は下落リスクを免れない。リサイクル供給のサプライチェーンは昨年、多くの問題に見舞われた

が、今年もそれらは解消されておらず、当初の予測から 5.4トン少なくなるだろう。従って2023年の供給全体は 前回の予測から 

7.3トン減って 223.7トン、前年比でマイナス 1% となるだろう。 

一方需要は、自動車需要は前年比で 12% 増えて 101.2トンとなり、前回の予測よりも 0.3トン増える予測だ。これはガソリン車

でパラジウムの代替となるプラチナ需要が増え続けているのと、自動車触媒のプラチナ使用量が全体的に増えているためである。

この傾向は特に大型車と一般道路を走行しない自動車で顕著だ。宝飾品需要は中国の需要が回復せず、前年比マイナス 2% で 

57.9トンとなる予測。工業需要は全体で前年比 17% アップの 81.7トンとなり、2023年の工業需要は過去最大となる確率が高い。

主にガラス産業の生産能力拡大が大きいが、化学産業の生産拡大も貢献しており、前年比でマイナスとなる石油と電子材分野の

需要減を補うだろう。 

投資需要は前回の『プラチナ四半期レポート』発表当時と大きく状況が変わっている。2023年の投資需要全体は 13.5トンとなる

予測で、これは前期から 4.2トンの増加となる。この中には、今は多少持ち直した（年初は1.5トン減った）インゴットとコイン

の需要が含まれる。しかしこの減少分は ETF への資金流入が 5.0トン増え、取引所在庫が 0.6トン増える分とで十分補完される

だろう。これまでは2023年の ETF 需要はネガティブになると見られていたが、今はポジティブ (+0.9トン)になるとの予測が可

能で、取引所在庫は2022年と同じ水準を保つだろう。 

以上のことから2023年の需要全体は前回の予測を 6.0トン上回る 254.3トンになるだろう。 

弱い供給と強い需要という予測の結果、市場は供給不足となり、2023年はその不足が前回の『プラチナ四半期レポート』の予測

を17.3トン上回って 30.6トンとなるだろう。これは2013年からの統計上、最大の不足となる。 

 
2021年から2023年(予測)の年間需要の変化 (koz) 

 

資料：メタルズフォーカス 
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プラチナ投資 – 供給の問題と強い需要、プラチナ不足のリスクを浮き彫りに 

3月の『プラチナ四半期レポート』以降の経済的な状況は今もあまり変わっていない。全般的には中央銀行の金利政策の動きに左

右されて市場が大きく揺れ動くという流れが年内続くことになるだろう。各国中央銀行の声明は不透明で、マーケットが直面し

ているのと同じ課題、つまり金融政策の行方とインフレ対策をタイミング的にどう組み合わせるのか、苦しんでいることがわか

る。これはヘッドライン CPI が燃料価格の下落とともに落ち着いているのに、コア CPI がなかなか下がらないことや、堅調な

労働市場を見ても明らかである。しかしこのような不透明な状況であっても、経済学者らは一致して不景気のリスクは後退して

いるとしている。 

経済の見通しが不透明な中で政策金利は高い水準にあるが、我々の需要予測が何度も上方修正されていることに表れているよう

に、我々はほとんどの分野のプラチナ需要が下がるリスクは少ないと考えている。 

プラチナを使う工業分野の企業が設備投資のサイクルを変えることはなく、2023年は過去最大のプラチナの工業需要の年となる

だろう。金利が上がり始めたのは2022年初めであるから、現在行われている生産能力拡大は、多分に資金コストが上がる前に決

定されていたであろう。そうであれば今後金利が下がらない限りは、2024年以降の工業需要に影響が出るかもしれない。とはい

え、生産拡大の動きのほとんどは中国で、一般的に中国の資金調達コストは企業に有利に設定されている。また工業需要全体の 

9% を占める化学産業の生産拡大の一部は、エネルギー大手が石油化学分野にも進出して、石油と天然ガスの需要を圧迫

するエネルギー転換からの企業リスクを緩和する動きに関連しているようで、今後も拡大傾向が継続するだろう。また、

水素経済は、グリーン水素の生産拠点からエンドユーザーへの輸送に使われる液体有機水素キャリア法(LOHC)の利用が

高まっていることからも、発展ペース早まっているのが明らかだ。このLOHCにはプラチナとパラジウムが触媒として使われ

ており、すでにグリーン水素の製造に必要な材料として定着しているプラチナの需要に加えて、新たに将来性ある需要分野とし

て注目に値するだろう。また水電解能力は今年、 5.5 GW に増え、定置型燃料電池は 25% 増えて 566 MWとなる予測で、水素関連

のプラチナ需要は合わせて 24% 増えるだろう。 

自動車のプラチナ需要を牽引しているのはガソリン車の触媒の代替需要であることに変わりはない。また厳格化する排ガス規制

に合わせて触媒に使われるプラチナの量は増えており、特に中国の大型車市場でプラチナベースの浄化装置の割合が増えている。

こういった要因の他に、2023年の普通乗用車生産予測は、前年から 4% 増えて 8600万台。これはコロナ禍に苦しんだ2020年、

2021年からは大幅は回復だが、それでもコロナ禍以前の水準には届かない。 

年間のプラチナ需給バランス 

 

資料：2019年から2023年はメタルズフォーカス、2014年から2018年はSFA（オックスフォード） 



PLATINUM QUARTERLY Q1 2023 

© 2023 World Platinum Investment Council – WPIC®. All rights reserved. Page 4 of 23 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

投資需要では、2022年末から2023年初めまで低迷したインゴットとコインの需要は3月に多少回復した。投資需要は全体的に南ア

フリカのプラチナ ETFへの資金流入を筆頭に、近年になく活発な状況となる予測で、供給不足となる今年のプラチナ市場は投資

家にとって魅力的な展望を示すことになるだろう。供給不足は、供給が大幅に増えるか需要が大きく崩れるかしない限り今後数

年間続くとみられ、このどちらも現実となる可能性は低い。プラチナ投資への関心の高まりが他の地域にも広がる可能性は高く、

投資の裾野が広がればリターンも増えるだろう。 

最後に、減少リスクがあるのは宝飾品需要だ。宝飾品需要はここ数年間減少傾向が続いており、2014年からの年平均成長率はマ

イナス 5% である。2023年の宝飾品需要は前年とほぼ変わらず (マイナス 2%)、コロナ政策が解除された中国の需要回復が進ま

ないことを示している。米国とインドの需要は堅調で、ゴールド宝飾品よりも大幅に安いプラチナ宝飾品が有利な面もあるのだ

が、全体として減少傾向であることは変わりがない。 

結論として、需要は前年と比べて非常に伸びる可能性が高い一方、供給サイドが問題を抱えており、今年の供給不足に加えて、

さらなる供給リスクの可能性があり、投資家にとってプラチナ市場の魅力は高まっている。市場は不足を埋めるために地上在庫

に頼らざるを得ないが、以前にも述べたように地上在庫が現在の価格水準でどれだけ自由に入手できるか、特に地上在庫の大部

分が中国にあることを考えると、それはなおさら定かではない。 

将来的には鉱山会社も自前の再生可能エネルギーによる発電設備を備えることで、リスク回避が可能となるだろう。このような

発電設備は電力不足の解消になるだけでなく、業界の脱炭素化目標、そしてコストの可視化にも貢献するだろう。しかし再生可

能エネルギーによる発電プロジェクトの完成は2024年後半以降とされているため、安定した電力供給が実現するのはまだ先のよ

うであるし、このような不安定な状況では新たな生産設備計画を決定できる時期にも影響するだろう。 

プラチナ市場は水素産業という新たな需要があるという点で、他のコモディティーと比べても特別な位置にあり、この新たな分

野が2030年代以降も需要を牽引していくだろうという期待がある。自動車の電動化に伴って自動車触媒のプラチナ需要は徐々に

減るにしても、電動化の一部には燃料電池自動車があり、自動車産業以外の水素経済関連の需要を含めれば、プラチナ需要全体

は増えていく可能性が高いのだ。水素経済及び水素燃料が世界の脱炭素化に重要な位置を占め続けるには、プラチナ生産を増や

していくことが必須だ。しかし新たな鉱山開発には莫大な投資と時間がかかることを考えると、脱炭素化を実現させるという世

界各国が一致した確固たる政策決定が前提条件かもしれない。 

 
WPIC 戦略ハイライト 

我々の商品パートナー各社は地理的にも数字的にも増えており、それは投資家にとっては選択肢が増えるだけでなく、我々にと

ってもプラチナ投資を増やすための市場開拓と適切な戦略を考えていく上での手段となっている。2022年第4四半期から2023年初

めにかけて、インゴットとコインの販売が低迷したが、我々はパートナー各社とともにマーケティング、広告宣伝に力をいれ、

投資家がプラチナへの投資判断をサポートできるように環境を整えた。こういった努力と、米国での地銀破綻が重なり、第1四半

期終わりにかけてインゴットとコインの需要は目に見えて回復した。 

依然として不透明な経済見通しが、第2四半期も個人投資家の関心を支えているのは明らかだ。それに加えてETF への資金流入に

見られるように、機関投資家もプラチナ市場の供給不足拡大をきっかけに行動を起こしている。プラチナは供給不足にあるという

こと、今後もその状態が続く可能性が高いことをもっと周知させ、インゴットやコインに対する個人投資を促すべく、我々は第2

四半期に幾つかのイニシャティブを計画しており、商品パートナー各社とともにプラチナの今後の展望に関して顧客への認知を

高めていくつもりだ。 

今年初めに現物のプラチナ需要が低迷した際には、欧州と北米の我々の商品パートナー各社は、造幣局や、精錬所、卸業者や小

売業者と協力して新たな商品を開発して発表し、現物投資の選択肢としてプラチナのシェアを広めるべく素早く行動を起こした。 
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中国では、旧正月中は商業活動が中断し、第1四半期中はプラチナ価格が高騰したにもかかわらず、ゴールドよりも大幅に安くて

将来性のあるプラチナを求めるバーゲンハンティング狙いの投資家がプラチナを購入し続け、現物需要が大いに高まった。我々

の商品パートナー各社からは低いベースではあるが販売高が大きく伸びたとの報告を受けている。第1四半期にはプラチナ製造の

特殊技術と中国全土に強い卸売ネットワークを持つ企業と新たにパートナー契約を結ぶなど、我々は今後も年間を通じてパート

ナーとの協力を続ける計画だ。 

日本ではパートナー各社の努力により、ネガティブだった2022年の需要を、今年の第1四半期にはネットベースでポジティブに転

換させることができた。我々は今後も日本で新たな投資家を呼び込むべく、日本貴金属マーケット協会 (JBMA)との提携を含め、

パートナー企業を増やしていくつもりである。韓国市場でも進捗があり、今年は初の商品パートナー契約が交わせるものと期待

している。 

 
CEO、トレバー・レイモンド 
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表１：供給、需要、地上在庫のまとめ 

 

資料: メタルズフォーカス（2019年から2023年） 

注: 
1. 地上在庫：＊＊＊113.5トン 2018年12 月31日時点（メタルズフォーカス） 

2. †道路を通行する車両以外の自動車需要は自動車触媒需要に含まれる。 

3. 予測は全て最新データに基づくが、新たな四半期レポートのデータに応じて修正されることがある。 

4. W P I Cは2013年、および2014年第１四半期および同年第２四半期の予測は発表していない。しかし2014年第3四半期から2017年第4四半期のデータは過去のプラチナ四半期レポー

トに掲載されており、それらについてはW P I Cウェブサイトを参照（無料）。 

5. 2018年第3四半期以降の四半期予測と2018年上半期以降の6ヶ月予測は、19ページの表3と20ページの表4にそれぞれ含まれている。22ページの表6の地域毎のリサイクル供給の詳

細データは2019年からのものによる。 
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2023年第1四半期のマーケットレビュー  

2023年が明けた当初は、中国が厳しいコロナ対策を解除し、世界各国のインフレが収まった兆しもあって、楽観的な気運が感じ

られたが、3月には既に銀行業界で怪しい雲行きが見え始めた。米国で地銀が破綻し、欧州では金融システムに大きな影響を持つ

クレディ・スイスがUBSによって救助されるという事態になった。このような危機的状況は第1四半期中、投資家も認識していた

根本的な経済不安を高めたが、プラチナ価格にとっては良い方向に働いた。プラチナのファンダメンタルズに対する楽観的な見

方、南アフリカのエスコムの電力問題による鉱山生産への懸念、そしてプラチナ需要の増加などがプラチナの投資需要を支えた。

2022年は配当金の高い鉱山会社株が好まれる傾向が強かったが、今年は南アフリカのプラチナ ETFが活発に買われたことからも、

資金の流れは変化しつつあるようである。プラチナ ETF はネットベースでの売却が6期続いていたが、第1四半期はネットベース

でポジティブとなり（1.3トン）、インゴットとコインの需要も前年同期から 71% 回復した (+1.3トン)。 また、自動車生産が

徐々に回復し、排ガス規制もさらに厳しくなって自動車触媒のプラチナの割合が高くなったため、自動車のプラチナ需要は前年

同期比で 9% 増えて (+2.1トン)  25.1トンだった。自動車を除く工業需要は 8% (+1.3トン) 増えて 17.7トンとなり、プラチナ

需要全体は前年同期比で 28% (+13.7トン) 増えて 62.4トンとなった。 

精錬プラチナの鉱山生産は前年同期比でマイナス 8% (-3.0トン) 、前期比ではマイナス 11% (-4.7トン) であった。自動車生産

と販売の回復で、リサイクル市場の廃車不足は解消されるだろうという期待があったが、実際は廃車からの自動車触媒のリサイ

クル回収は増えず、1月から3月のリサイクル供給は前年同期比でマイナス 15% (-1.6トン) で 9.4トンであった。宝飾品リサイ

クルは、主に中国の販売が低迷したため増えていない。以上からプラチナの供給全体はマイナス 9% (-4.7トン) で 50.2トンと

なった。供給が低迷し需要が回復したため、マーケットは2021年第2四半期以来の供給不足となり、不足は 12.2トンであった。 

  

 

供給 

精錬プラチナ生産は、ロシアの増産が南アフリカの減産を補えず、前年同期比マイナス 8%  (-3.0トン) で 36.6トンだった。 

南アフリカの第1四半期の生産が前年同期比でマイナス 14% (-3.7トン) となったのは、精錬加工が制限されたためである。アン

グロ・アメリカン・プラチナムのポロクワネ溶鉱炉が昨年の再構築の後にフル稼働に戻らなかったことと、ウオーターヴァル溶鉱

炉のメンテナンス作業も一部影響している。また計画されていたイムプラッツの第4溶解炉の再構築が行われ、同社の生産に影響

した。前年同様、鉱山から採掘された鉱石が精錬生産を上回り、加工途中の在庫が増えたが、ここに電力危機で計画停電の頻度

と電力削減量が増えて溶鉱炉の稼働が制限されるという悪循環が生じた。第1四半期中の電力不足は 5.8 テラワット時に達し、過

去最悪と言われた前期から 46% 増えた。PGM 生産全体に占めるプラチナの鉱山採掘量の割合は安定していたが、精錬プラチナの

割合が大きく減少した。と言うのは、精錬設備のメンテナンスの影響は加工する鉱石によって極端に異なり、半加工在庫の中の 

PGMの割合に変化をもたらして、他の PGMと比べ相対的にプラチナの精錬生産量に変動が生じるからである。溶鉱炉のメンテナン

スが完了し、半加工在庫が処理されれば、PGM 鉱石の割合も平常に戻るはずである。 

チャート１：2023年第1四半期の需要供給バランス (koz) 

（koz) 
 

資料：メタルズフォーカス 
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ロシアの生産は、半加工在庫が処理され、2021年に建物崩壊が起きたノリリスクニッケルの選鉱設備が再建されて平常に戻った

ことで、前年同期比で 10% (+0.5トン) 増えた。北米の生産は微増 5%  (+0.1トン)だったが、米国のシバニェ・スティルウォー

ターの鉱山では3月にシャフトが故障して 0.9トンの PGM 生産を失ったとされる。しかしこの減産はヴァーレのカナダの鉱山の

生産で補われた。 

 
リサイクル 

2023年第1四半期の世界のプラチナリサイクルは低迷が続き、極端にリサイクル量が減った前期からは多少回復したものの、前年

同期比ではマイナス 12% (-1.7トン) で 12.8トンであった。新車価格もローン金利も上がったため新車販売が伸びず、廃車不足

は解消しなかった。さらに生活費が上がり車など高額商品への出費を控える傾向も一部の消費者にみられた。一方で北米では自

動車触媒の窃盗を防ぐ規制が強まり、プラチナ価格の下落とともにリサイクル回収に影響した。 

2023年第1四半期のプラチナ宝飾品のリサイクルは前年同期比でマイナス 3% (-0.1トン) だった。中国ではプラチナよりもゴール

ド宝飾品が好まれる傾向が続いているため、この下落は想定内だったが、それに加えて、中国では宝飾店でプラチナ宝飾品を購入する

価格と売却する価格の差が大きいことも逆風となった。電子材のリサイクルは前年同期比でほとんど変化がなかった。 

 

 

需要 

2023年第1四半期の世界のプラチナ需要は前年同期比で 28% 増え (+13.7トン)、 62.2トンを超えた。 自動車と工業需要が回復

し、投資需要が7四半期連続のネガティブから始めてポジティブに転換したからである。自動車需要は半導体不足問題が解消に向

かい（第1四半期中にこの問題の影響を受けたのは100万台以下とされ、前年同期の350万台から減少した）、ディーラーが在庫を

増やすことが可能になったことなどで、9% 増えて(+2.1トン)  25.1トンとなった。工業需要は前年同期比で 8% 増えて (+1.3ト

ン)  17.7トンとなったのは、化学工場の生産拡大が主にその他の分野の需要減を補ったからである。2023年第1四半期の投資需

要はネットベースで 1.3トンがETFに流れ、ポジティブになった。インゴットとコインの需要も前年同期よりも 71% (+1.3トン) 

増えて 3.2トンであった。宝飾品需要はマイナス 2% (-0.3トン) で 14.2トンで、中国でプラチナよりもゴールド宝飾品が買わ

れたためである。 

チャート２：プラチナ供給 （koz) 

資料：メタルズフォーカス 
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自動車需要 

半導体不足問題は第1四半期の間、着実に解消に向かっていたが、普通乗用車生産は前年同期比でわずか 1% しか増えず、欧州と

北米、インドの需要増は中国の需要が顕著に減ったことで相殺されてしまった。中国とインドの大型車生産は国内の自動車生産の中

で相対的に比重が大きいため、両国ともに減産（マイナス 11%）した分をその他の地域の生産で埋めることができず、世界の大型

車生産は 3%減るなどで、第1四半期の大型車セクターの需要は特に不調に終わった。しかし自動車生産台数があまり増えなかった中で

も、プラチナ需要は自動車触媒に使われるプラチナの割合が増えたことで 9% (+2.1トン) 増えて 25.1トンとなった。  

中国では自動車生産が前年同期から1割減って 550万台だったが、中でも大型車生産は 11%も減ったにも関わらず、プラチナ需要

は 10%以上の伸びとなった。これには全ての大型車に適応される「国 Via」排ガス規制と、天然ガスの大型車に適応する「国 

VIb」排ガス規制が大きく関係している。さらに「国 IV」排ガス規制の導入に伴って、一般道を走行しない自動車にも PGMを使

う浄化装置を装備する割合が増えたことも影響した。中国以外では、パラジウム価格が恒常的にプラチナを上回っているために

自動車メーカーはコストを抑えるためにパラジウムの代わりにプラチナを使うようになり、トリメタル触媒技術が普通乗用車の

ガソリン車に装備される割合が世界的に増えてプラチナ需要を支えた。 

欧州では自動車生産が 15% 増えたにも関わらず、プラチナ需要があまり増えなかったのは、バッテリー電気自動車が前年同期比で 

85% も伸びたことが原因だ。対照的に内燃機関の自動車生産は1割しか増えなかった。北米のプラチナ需要の増加は、内燃機関の自動

車およびハイブリッド車の生産が増えたこと、そしてトリメタル触媒装置を装備する車が増えたことが背景にある。インドは2022年

に普通乗用車販売が過去最高となったが、その後も好調が続き、2023年第1四半期の生産は1割増えて、12%増えたその他の地域の

需要に貢献した。 

 
宝飾品需要 

2023年第1四半期の世界のプラチナ宝飾品市場は地域によって差があったが、全体としては前年同期比でマイナス 2% (-0.3トン) 

で 14.2トンだった。欧州では高級宝飾品が予想を上回る伸びで低迷したブライダル市場を補い、需要が 5% 増えた。北米は結婚

式の数が平常に戻り、消費者の出費がサービスなどに回ったことでマイナス 4% (-0.2トン) となった。それでも北米の需要は

2019年の第1四半期よりも 26% 増えており、小売業者はホワイトゴールドとの価格差を利用してプラチナ宝飾品の販売から高い

利潤を得ている。 

中国では消費者センチメントは上向いているにも関わらず、プラチナ宝飾品需要は前年同期比でマイナス 14% (-0.6トン)であっ

た。期待されたコロナ禍後のリバウンド需要はゴールド宝飾品との競合に負けた形だ。ゴールド価格の上昇は旧正月期間の需要

の伸びと経済不安から安全資産を求める需要に支えられていた。中国人民銀行が3ヶ月連続でゴールド準備高を増やした

チャート３：プラチナ需要 （koz) 

資料：メタルズフォーカス 
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ことも消費者のゴールド宝飾品への関心を高め、製造業者や小売業者も、回転が早く利潤も多いゴールド宝飾品の在庫を積極的

に増やしており、中にはプラチナ宝飾品の製造を完全にやめてしまった業者もいたようである。 

日本でのプラチナ宝飾品の需要は予想を下回る結果となった。ブライダル市場が低迷し、テレビショッピングの販売も減り(コロ

ナ禍が終わって人々が外出するようになり、テレビを見る時間が減っているため)、在庫調整が行われたことが宝飾品製造業者に

プレッシャーとなった。輸出の増加がなかったならば、前年同期と比べて需要はさらに減っていたかもしれない。インドのプラ

チナ宝飾品製造は前年同期比で1割増えて、第1四半期としては過去最高の 1.2トンとなった。他の貴金属に比べてプラチナの需

要が高かったのは、変動の大きいゴールド価格に比べ、プラチナ価格は比較的安定していたことがインドの消費者の関心をひい

たようである。また新しい小売店が増えたのと、既存の小売店でプラチナ宝飾品を店頭に置く店が増えたことも需要に貢献した。 

 
工業需要 

2023年第1四半期の工業需要は、中国のパラキシレン設備の増強で全体の需要を 8% (+1.3トン) 押し上げ、日本の液晶ディスプレ

イ工場の閉鎖で需要が減ったガラス産業、データセンターの市場が低迷した電子材セクターの需要を補った。 

 
化学 

2023年第1四半期の化学セクターのプラチナ需要は、中国広東省のパラキシレンの生産能力拡大が大きく貢献し、前年同期比で 

108% (+3.8トン) 増えて 7.3トンであった。またベルギーと中国ではプロパン脱水素施設が拡張され、1.6トン近くの需要があっ

たことも前年同期と比べて回復した要因となった。一方で硝酸とシリコーンのプラチナ需要はロシアとウクライナの戦争に影響

を受けて減った。硝酸生産はサプライチェーンの中断と燃料コストの上昇が減産を招き、シリコーン生産も特に欧州でコストが

上がり、ウクライナでの戦争が始まる以前の水準に回復していない。 

 
石油 

2023年第1四半期の石油セクターのプラチナ需要が前年同期比で 4% (-0.1トン) 減ったのは主に、昨年の第1四半期に行われたガ

ス・ツー・リキッド燃料の触媒交換が今年は行われなかったことが要因である。また北米は、1月に寒波の影響で停電となったこ

とで生産に影響が出たため、前期比でも需要はマイナス 19% (-0.3トン)となり、 中国ではゼロコロナ対策の解除が感染拡大に

つながって石油需要と生産減を引き起こした。 

 
医療 

2023年第1四半期の医療セクターのプラチナ需要は、前年同期比で 5% (+0.1トン) 増えて 2.2トンとなった。昨年の第1四半期は

北米や欧州で季節的な人員不足のために選択制治療のキャンセルが相次いだが、今年はそういったことにあまり影響を受けなか

った。プラチナ需要は平常時の成長率に戻り、前期との比較でも 2% (+0.1トン) の増加が確認された。 

 
ガラス 

日本では電力コスト高騰を理由に液晶ディスプレイ用の溶解炉の撤廃が進み、ガラス産業セクターのプラチナ需要は前年同期比

でマイナス 56%で  1.7トンとなった。中国で新たな液晶ディスプレイ用の溶解炉が設置されたが、需要の減少を補えなかった。 
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電子材 

2023年第1四半期の電子材セクターでは、ソリッド・ステート・ドライブに移行する企業が増えてハードディスクドライブの出荷

が前年同期比で 35% も減り、プラチナ需要は前年同期比で 24% (-0.2トン) と大幅に減少した。経済の先行きが不透明な状況を

受けて企業がデータセンターの建設を遅らせていることも一因である。半導体の売り上げも、インフレ率の上昇で消費者が家電

製品の購入を控えたため、前年同期比で 15% 減った。これが半導体工場の稼働率の低下を招き(通常は利潤率の高い家電製品の

半導体を優先して製造する)、半導体メーカーが投資計画を再検討する中で、拡張計画の中止や規模縮小が実行された。 

 
その他 

2023年第1四半期のその他の工業セクターのプラチナ需要は、マイナス 2% (-0.1トン) で 4.4トンであった。自動車用の半導体

の供給は回復したが普通乗用車生産はあまり増えず、大型車生産は減産となったため、スパークプラグとO2センサーの生産が回

復しなかった。2020年第1四半期以後初めて減少に転じた自動車のアフターマーケット市場が、この分野のプラチナ需要に貢献で

きずにセクター全体の需要を押し下げた。 

 
投資需要 

インゴットとコインの投資は前年同期比で 71%  (+1.3トン) 増えて 3.2トンとなり、2021年第3四半期以来の最高となった。特

に好調だったのは日本で、高い円建てプラチナ価格を消費者が受け入れて2020年第2四半期以来の需要となった。それと対照的に

北米 (-1.9トン、マイナス66%) と欧州 (-0.2トン、マイナス44%) は大きく減った。北米では地銀破綻によりゴールドとシルバ

ーの購入が急増し、プラチナ投資商品にまで資金が回らなかったようである。アメリカンイーグル地金コインの販売も大きく崩

れた。欧州はユーロ建ゴールド価格が高騰したため投資家はゴールド市場に集中し、コロナ禍前の水準を超える売買が行われた。

プラチナ ETF 保有は 7 四半期ぶりに増加に転じた。欧州と北米のファンドは依然として売られたが、南アフリカでは、鉱山の運

営環境が電力危機で悪化していることとプラチナのファンダメンタルズの好転で、プラチナ ETFが大量に買われた。NYMEX と 

OSE の保管倉庫には現物が持ち込まれて、0.9トンの増加となった。現物需要が特に中国で盛り上がりに欠けたため、現物よりも

先物が上がってEFPが上昇し、現物が取引所に持ち込まれ、コロナ禍でメタルの生産地から加工地への物流が滞った際に極端に増

えた取引所在庫は、これで従来の水準に戻ったことになる。 

 
 

チャート４：プラチナ投資 （koz)  

資料：メタルズフォーカス 
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2023年の展望 

マクロ経済の観点で見た2023年の経済回復は暫定的と言わざるを得ないだろう。インフレ率はなかなか下がらず、金利も高止まり

のまま、さらに中央銀行の政治的介入が続いて経済成長の圧力となっているからだ。国際通貨基金は世界の GDP 成長率は2022年の 

3.4% から、2.8% に下がると予測しているが、このような悲観的展望の中でもプラチナ市場は、供給が 1% 減り需要が 28%増え、大

きな余剰となった 2022 年からは大きく変化して、高い水準の供給不足になるだろう。自動車需要と工業需要は GDP 成長率を超

える率で増え(両分野合わせて 23.0トンの増加)、投資需要も堅調、しかし供給はほとんど増えない。南アフリカの ETF 保有高

は他の地域での売却を上回り、インゴットとコインの需要は 79%増えて、ネットベースの投資需要は 13.5トン (2022年からは 

33.4トンの変動)となる予測だ。鉱山供給とリサイクル供給が増加する可能性はなく、今年の供給不足は 30.6トンに達するだろ

う。 

 

 

供給 

プラチナの鉱山生産は前年と変わらず 171.4トンの予測である。南アフリカの減産はジンバブエと北米の増産で補完されるだろ

うが、南アフリカのプラチナ供給に関しては依然として大きな不安要素がある。 

昨年南アフリカの鉱山では大規模な溶鉱炉メンテナンスが行われて半加工在庫が増えた。本来ならばそれは2023年の生産を嵩上

げする可能性があったが、グレードの低い鉱石が混ざったことに加え、国内の電力危機で加工能力が限られたことで、各鉱山会

社は貯まった半加工在庫を処理できない状況となっている。南アフリカの電力危機は近年南アフリカの鉱山会社が直面した問題

よりも深刻度が低いとされているが、計画停電の頻度と削減電力量が増えるにつれて打撃は大きくなるばかりである。計画停電

がもたらす南アフリカ経済への影響、そして鉱山の安全操業への影響を数値化するのは容易ではないが、南アフリカの鉱山供給

は、主要鉱山のグレード低下と計画停電、さらにはインフラ閉鎖などで、前年比マイナス 1% (-1.3トン) 減るだろう。 

ロシアの生産は、第1四半期は増加したが、通年では溶鉱炉のメンテナンスの影響で、前年比で マイナス 2% (-0.5トン) となる

だろ。ノリリスクニッケルは対ロシア制裁に関連する物流と物資調達の問題に対応可能としているが、溶鉱炉のメンテナンスの

遅延は減産の原因となるだろう。  

シバニェ・スティルウォーターの米国での操業は依然として問題を抱え、北米の生産を押し下げる一因となるだろうが、一方で

はカナダのニッケル鉱山からのプラチナ生産が増えてこの地域の生産を支えるだろう。ジンバブエの生産は鉱山の拡張プロジェ

クトが実行されて生産が増える予測だ。 

チャート５：2013年から2023年（予測）の需要供給バランス (koz) 

資料：2019年から2023年はメタルズフォーカス、2014年から2018年はSFA（オックスフォード） 
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リサイクル 

2023年の世界のリサイクル供給予測は前回を下方修正して 52.3トン、結局2022年とほぼ変わらないことになる。新車生産と販売

が増える予測を元にすれば、廃車率が平常に戻って自動車触媒のリサイクルも増えるのではないかとも考えられるが、実際は回

収業者と精錬業者はいくつかの構造的な問題に直面している。第一に回収業者は中古パーツの販売で十分に高いマージンを稼い

でいるため、貴金属価格が上がるまで自動車触媒の廃材を手元に置いて様子見の状況だ。第二に在宅勤務とオンラインショッピ

ングは今や当たり前となり、消費者は車を使う機会が減って長く乗るようになっている。第三に特に北米で自動車触媒の盗難防

止を目的とした規制強化が行われ、リサイクルには州レベルのライセンスが必要になっている。（実際のところ窃盗による自動

車触媒の割合はリサイクル供給の中では非常に低い。）このような要因で、リサイクル網の中で廃車からの触媒装置が流通しづ

らくなっており、リサイクルは2022年よりも 0.2トン少ない  138.7トンの予測となる。プラチナ宝飾品のリサイクルは宝飾品販

売の傾向と同様に前年とほとんど変わらず、マイナス1% (-0.1トン)の予測。電子材のリサイクルは前年から 2% 増えるだろう。 

 
需要 

2023年のプラチナ需要は、主に投資需要がポジティブに転じて 28% 増え(+55.2トン) 254.3トンになるだろう。世界の ETF 保有

は、過去2年間で 24.9 トン近くが流出したが、2023年は0.9トン増える予測で、インゴットとコインの需要は、79%(+5.5トン) 

増えて2倍近くになるだろう。自動車生産の回復と、排ガス規制、代替の増加で自動車のプラチナ需要は 12% (+11.1トン) 増え

て 101.2トンに。中国のガラス生産能力拡大によるガラス産業のプラチナ需要は 76% (+9.8トン) 増え、工業需要は過去最大と

なる、81.7トンに達するだろう。 

チャート６： 2021年と2022年の供給の変化 (koz) 

  

資料: メタルズフォーカス 
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自動車需要 

2023年の世界の自動車需要は 12% 増えて 101.2トン (前年比+11.1トン)となる予測である。増加の背景にはいくつかあるが、第

一に大型車生産が 6% 増え、特に第1四半期の生産が伸び悩んだ中国が通年で 26%も増えるとする予測。第二に中国で大型車と一

般道を走行しない自動車に対する排ガス規制が厳しくなることだ。2023年7月からすべてのタイプの自動車に適応される「国 VIb」

排ガス規制では、大型車全てに規制に則った排気後処理システムの搭載が要求される。中国政府の生態環境部は2020年に一般道

を走行しない自動車に対する排ガス規制 (「国 IV」規制)を更新し、2022年12月からの施行とした。これにより一般道を走行し

ない自動車で排ガス制御を行わない自動車の割合は、全世界で2022年時点では 63% だったが、今年は 47% に下がることになる。新

たな排ガス規制水準はより厳しく、ディーゼルパティキュレートフィルターの搭載率が2.4倍になる。 

最後に特にガソリン車の浄化装置でトリメタル触媒技術が使われるようになって、パラジウムに代わって使われるプラチナが増

えており、これがプラチナ需要をさらに押し上げるだろう。この代替で2023年のプラチナ需要は最大で 19.1トン が上乗せされ

る可能性がある。 

その他の地域ではインド、ブラジル、メキシコなどでも自動車生産台数が増え、排ガス規制が厳しくなっており、プラチナ需要

の二桁成長が期待できる。日本の自動車生産は2022年と変わらないが、ハイブリッド車と燃料電池の生産が増えてプラチナ需要

が伸びるだろう。欧州と北米の需要も増えるが伸び幅はそれほど期待できない。欧州の自動車メーカーはバッテリー電気自動車

に焦点を置いており、また米国ではインフレ抑制法の導入によって新エネルギー車にはいくつかの補助が出るため、それがアジ

アと欧州よりも遅れているバッテリー電気自動車の普及を後押し、バッテリー電気自動車の生産は2022年よりも 69% 増えて100

万台を超えるだろう。 

 
宝飾品需要 

 

2023年の世界の宝飾品需要は前年比でマイナス2% (-1.2トン) で57.9トンになるだろう。欧州の需要は消費者センチメントが弱ま

り、出費の変化、結婚式の減少などが大衆向け商品に影響してマイナス 7%となるだろう。しかし高級宝飾品と腕時計は第1四半期

の予測が予想を上回り、インバウンドの旅行者数も大幅に増える予想もあり、この市場がプラチナ需要を支えるだろう。北米はコ

ロナ禍後の結婚式ラッシュが一巡したこと、消費者の出費がサービスに向かうこと、在庫の補充が少ないことなどから、前年比で

マイナス 10%の予測である。しかしそれでもゴールドとパラジウムとの価格差、小売網の拡大、構造的な変化などから、2019年の

需要より 18% 高い水準を保つことができるだろう。今年の中国では経済状況が好転しているにもかかわらず、第1四半期のレビュー

でも触れたように、宝飾品のプラチナ需要は予想を下回った。そのため2023年全体の需要に対する期待は裏切られ、我々は前年比で

15% 回復するという前回の予測を変更し、1% 減って 14.9トンになると変更した。中国の消費者がゴールドをより好む傾向は変わ

らず、宝飾製造業者も小売店もゴールドを優先している。 

 

 
 
 
 

チャート７：2022年と2023年（予測）の分野別需要の変化  

資料: メタルズフォーカス 
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一方日本市場の第1四半期の需要は期待を裏切るものだったが、ブライダル市場が年の後半に持ち直すとの予想から、通年では 8% 

増加するという予想は変更なし。1月と2月の海外からの旅行者数は2019年のピークを 50% 上回るなど、旅行者の増加も需要増に貢

献するだろう。香港の宝飾品見本市が通常通り開催され、好調な輸出も期待できるはずである。インドでは需要は順調に伸びると

思われるが、すでにベースが高いこととペントアップ需要が既に満たされたことから、今後の成長ペースは鈍化するだろう。 

 
工業需要 

2023年の工業需要の予測は前年比で 17% 増えて (+11.9トン)  81.7トン、工業分野のプラチナ需要は過去最大になるだろう。こ

の背景には中国のガラスと化学産業の生産能力拡大があり、それが石油と電子材の需要減を補うだろう。 

 

 

石油 

2023年の石油需要は、中国以外の地域のガス・ツー・リキッド燃料工場の触媒交換が減ることで前年比マイナス 11% (-0.7トン) 

で 5.3トンになる予測。これを補う形で原油生産はコロナ禍で減った後の需要が回復し、本来の成長率を取り戻すだろう。北米

では石油化学工場の接触改質装置と異性化装置の増強が続いている上、中東の需要も増えており、それらが欧州と日本の需要減、

さらには中国の拡大ペースの鈍化による需要減を補うことになるだろう。ロシアの生産は制裁の影響でロシア産原油への需要が前

年よりも減る予測である。 

 
化学 

2023年の化学のプラチナ需要は 23.3トンの予測で、これは前年から 9% (+2.0トン) の増加だ。この大部分は中国の広東省と浙

江省のパラキシレン施設の生産能力拡大で、インドネシアのパラキシレン施設の縮小を一部補う。プロパン脱水素施設のプラチ

ナ需要もポーランド、ベルギー、米国と中国などで前年よりも増えるだろう。昨年のシリコーンと硝酸生産のプラチナ需要は欧

州の需要が大きく崩れたが、今年は回復の兆しが見える。2022年の需要減の背景はウクライナでの戦争が燃料費の高騰を招いて

生産の採算が取れなくなったこと、不安定な経済の中で消費が抑えられシリコーン需要が減ったこと、欧州の肥料生産が制限さ

れたことなどが原因であった。 

チャート８：2022年と2023年（予測）の分野別需要  

 

資料: メタルズフォーカス 
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ガラス 

2023年のガラス産業のプラチナ需要は前年比で 76% 増えて 22.7トン、過去最大となる予測だ。増加の大部分は生産能力拡大、

新規投資、液晶ディスプレイ用の溶解炉が計画されている中国にあり、中国のガラス産業のプラチナ需要は2倍以上に増えるだろ

う。このパターンはガラス産業で以前から繰り返されてきた成長サイクルで、生産拡大を集中的に行うことでコストを下げる狙

いがある。また中国では新たなグラスファイバー工場の建設計画もあり、コロナ禍の制限が解除された今、実行されるものと思

われる。チャイナ・ジューシー（中国巨石股分有限公司）と山東ファイバーグラスグループがロジウムを大量に売ったことから、

グラスファイバー製造用ブッシング部品のプラチナ・ロジウム合金でプラチナの割合を上げようとしている傾向が確認され、今

後のプラチナ需要に貢献するだろう。 

 
医療 

2023年の医療分野のプラチナ需要は前年比で 3% 増え(+0.3トン)  8.9トンとなるだろう。コロナ感染症の影響から解放されつつ

あるこの分野では、今後の投資と人口の増加、健康管理システムや医療を利用する人々の増加、高齢化社会の進行などがプラチ

ナ需要の成長を支える要因になると考えられる。 

 
電子材 

2023年第1四半期中も衰えないソリッド・ステート・ドライブの人気で、ハードディスクドライブの製造業者は在庫処分を進めら

れず、ほとんどの業者は下半期の回復に期待しながらも、生産を10%〜30% 減らす計画だ。我々もハードディスクドライブ市場は

徐々に回復すると期待しているが、そのペースは予想よりも少し遅いかもしれない。また、NAND 型フラッシュメモリーは供給過

剰で価格崩壊しているため、企業も消費者もソリッド・ステート・ドライブを選ぶケースがほとんどである。したがって、ハー

ドディスクドライブの出荷は低迷する可能性が高く、2023年の電子材のプラチナ需要は前年比で 約 8% (-0.3トン) 減って 3.0

トンとなるだろう。  

 
その他 

2023年のその他の工業分野のプラチナ需要は前年比で 4% 増え (+0.7トン)  18.5トンになるだろう。自動車生産の増加とともに、

車両に使われるセンサーの数も増えており、スパークプラグとセンサーのプラチナ需要は回復するだろう。しかしこの増加分は、

経済の先行きが不透明な中でアフターマーケットが活況を欠くため部分的に相殺されるだろう。米 Automotive Aftermarket 

Industry Association (AAIA)によると、2023年のアフターマーケット業界は 2.5% 縮小する予測になっている。対照的に民間資

本による宇宙開発が伸びており、エンジン室や燃料ノズルにプラチナが使われるロケットエンジンや宇宙船の開発が進んでいる。最

後に今年は水電解能力が 5.5 GW に、定置型燃料電池が 25% 増えて 566 MWになるとされ、これに関連するプラチナ需要が 24% 

伸びるだろう。 

 
投資需要 

2023年のインゴットとコインの需要は 79% (+5.5トン) 増えて過去3年間で最も多い 12.5トンに達するだろう。第1四半期からの

流れで、この増加は3年ぶりの高い需要が期待される日本市場の回復が牽引している。一方で北米の需要はマイナス 9%  (-0.7ト

ン)となる予測で、前回の『プラチナ四半期レポート』で報告した状況と大きく変化している。米国ではゴールドとシルバーの需

要が予想を大幅に超えたまま衰える兆しがなく、製造側でプラチナ投資商品にまで手が回っていない状況だ。これは一部には不

安定な銀行業界が背景にあると思われる。さらに米国造幣局は、昨年は 2.5トン 販売したプラチナイーグル地金型コインを、今

年は半分の 1.2トンしか販売しない計画である。 

メタルズフォーカスは、米国の政策金利は、年内下がらずと予想しているが、そうなれば北米市場では ETF がさらに売られるこ

とになるだろう。しかし南アフリカの鉱山生産の問題、自動車産業のプラチナ需要の増大予測、さらに今後も供給不足が続くと

されることなどから、南アフリカの投資家は今年に入って急速に ETF 保有を増やしている。南アフリカの電力問題に即効性のあ

る解決策はなく、年内は現在の水準で投資が維持されるだろう。したがって2023年全体の世界のプラチナ投資需要は 0.9トンの

資金流入となるだろう。 
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短期的にはポジティブなスポットと先物のスワップレート (先物の方がスポットよりも高い状態) は現物が保管庫に戻る動きを

促すが、中国と香港の現物需要が再び高まれば、スポットと先物のスワップレートはネガティブになり、2022年のように保管庫

から現物が流出することになる。従って2023年全体では、取引所保管庫の水準はフラットのまま推移すると思われる。 

 
地上在庫 

今年はマーケットが 30.6トンという供給不足に戻ることで、地上在庫は年末までに 117.9トンとなるだろう。これは現在の月間

平均需要でいくとマーケットには5ヶ月分の需要を満たす供給しかないことになる。 

WPICが定義する地上在庫とは、年末の時点での、上場投資信託に依らず、取引所保有ではない、鉱山生産者・精錬所・宝飾製造

会社の加工在庫ではなく、消費者が所有していないプラチナの総量の予測である。 
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表２：供給、需要、地上在庫のまとめ ― 年間比較 
 

資料：メタルズフォーカス（2019年から2023年）、SFA (オックスフォード)社 (2014年から2018年) 

注： 

1.  地上在庫：＊128.8トン 2012年12月31日時点（SFA（オックスフォード）社）。＊＊113.5トン 2018年12月31日時点（メタルズフォーカス社）。 

2.  †道路を通行する車両以外の自動車需要は自動車触媒需要に含まれる。 

3.  メタルズフォーカス社、SFA (オックスフォード)社のデータは必ずしも同じ比較対象ベースを使っているわけではない。 

4.  2019年年以前のSFA (オックスフォード)社のデータはそれぞれ単独で5koz単位で四捨五入。 
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表３：需要と供給のまとめー四半期ごとの比較 
 

資料：メタルズフォーカス（2021年から2023年） 

注： 

1.  †道路を通行する車両以外の自動車需要は自動車触媒需要に含まれる。 
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表４：需要と供給のまとめー半年ごとの比較 
 

資料：メタルズフォーカス社（2019年から2022年） 

注： 

1.  †道路を通行する車両以外の自動車需要は自動車触媒需要に含まれる。 

 

 



PLATINUM QUARTERLY Q1 2023 

Prepared for World Platinum Investment Council by Metals Focus Limited (2019 onwards) and prior years by SFA (Oxford) Page 21 of 23 

 

 

 

 

表5：地域毎の需要ー各年と四半期比較 
 
 

資料：メタルズフォーカス社（2019年から2023年）、SFA (オックスフォード)社 (2013年から2018年) 

注： 

1.  †道路を通行する車両以外の自動車需要は自動車触媒需要に含まれる。 

2. †† インドの自動車需要はその他の地域に含まれる。 

3. メタルズフォーカス社、SFA (オックスフォード)社のデータは必ずしも同じ比較対象ベースを使っているわけではない。 

4. 2019年年以前のSFA (オックスフォード)社のデータはそれぞれ単独で5koz単位で四捨五入。 
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表6：地域毎のリサイクル供給ー各年と四半期比較 
 
 

資料：メタルズフォーカス社（2019年から2023年）、SFA (オックスフォード)社 (2013年から2018年) 
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